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あった. また, これらの方法を用いて, 飼育下マカク属
サルの糞および尿, 対応者が採取した野生チンパンジ
ーの糞および尿中のホルモン量を測定することができ













狩猟肉食行動の長期継続資料については, Hosaka et al. 




























































計測項目は MD-max, MD, BL-max, BL-M, BL-D, 頬側と
舌側の各咬頭の最大膨隆点間距離（MD-B,MD-L）とし






















我々は, これまで継続的に（平成 18 年から）60 種類
のヒト由来病原体について霊長研のチンパンジーの血
清学的解析を行ってきたが, 22 年度にはさらに検査項目
数を増やす事できた. 結果を分析すると 36 項目のヒト
由来病原体に対して抗体を有していることが分かった. 
さらにその結果を年齢で分けると , AdeV2, 6, HHV6, 
PIV3, hMPV, RSV, AdeV4, 5, CMV, VZV, EBV は全ての年
齢層で見られ, AdeV7 は 10 才齢において, AdeV3, ReoV
は 10 才および 27~30 才齢において, 百日咳菌と麻疹ウ
イルスは 27~30 才齢において, CoxV5 は 31~32, 42 才齢
において, HAV は 42 才齢において感染個体数が多い事
が分かった. 今回検出された病原体は野生下において
